
事業者：

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
推
進

激
甚
化
す
る
風
水
害
や
切
迫
す
る
大
規
模
地
震
等
へ
の
対
策

人
命
・
財
産
の
被
害
を
防
止
・

最
小
化
す
る
た
め
の
対
策

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
し
、

国
民
経
済
・
生
活
を
支
え
る
た
め
の
対
策

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
の

デ
ジ
タ
ル
化

災
害
関
連
情
報
の
予
測
、
収
集
・
集
積
・

伝
達
の
高
度
化

（２）

（１）

（２）

（１）１

３

予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

へ
の
転
換
に
向
け
た
老
朽
化
対
策

２

主たる施策グループ：

事業名：

対策名：

ポイント

地域の概要・課題

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

熊本市及びその周辺地域での反射法地震探査・ボーリング調査

110 防災計画に資する活断層情報の解析・評価、集約・情報提
供対策

熊本市内を縦断するように分布する水前寺断層帯およ
び立田山断層については、その分布範囲や活動性に不
明な点が多く残されていました。

熊本市とその周辺地域の地震災害のリスクを評価する
上で、これらの断層の正確な分布や活動性を明らかに
することが重要でした。

2016年熊本地震の際には、水前寺断層に並走する
小規模な地変が複数出現しました。これが地下の活断
層によるものかを確かめるため、反射法地震探査を行い
ました。

また、熊本城域の北部を通過する直線状の崖は立田
山断層の一部である可能性が指摘されています。これ
が断層活動による変位を示すものかを確認するボーリン
グ調査を行いました。

調査結果は、政令指定都市(熊本市街地)を縦断
する断層の活動性を精査することに繋がり、今後熊
本市の地震被害想定に活用される予定です。

被害想定に実効性を持たせるためには、市民や企
業への情報発信、防災知識の普及、活断層情報の
利活用の拡大を促進し、災害時の支援体制の整備
にまでつなげることが必要です。そのために、同市と産
業技術総合研究所の間で連携を深めていく予定で
す。

⚫ 熊本市内を縦断する水前寺断層の反射法地震探査、立田山断層の
ボーリング調査を実施

⚫ 断層の活動性を精査し、地震被害想定や各種地震対策に活用

熊本平野に分布する活断層を調査し、
地震被害想定や各種対策につなげる
（熊本県熊本市及びその周辺地域）

上：水前寺断層を対象とした反射法地震探査風景
左：立田山断層を対象に熊本城公園付近で実施したボー

リング調査風景

※反射法地震探査：地面から人工的に発生させた地
震波が、地下の地層境界で反射して戻ってくる現象を
利用して地層の広がりや断層の位置などを把握するため
の調査手法。
※ボーリング調査：地盤に細い孔をあけ、コアと呼ばれる
棒状の試料を採取して地層の状態などを把握するため
の調査手法。

事業の概要

見込まれる効果

1-1）大規模地震に伴う、住宅・建物・不特定多数が集まる施設等の複合的・大規模倒壊による多数の
死傷者の発生


